
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社ラック 
 

2024 年３月期 通期決算説明会 説明要旨 

 

 

本資料は、2024 年 5 月 14 日に実施した機関投資家・証券アナリスト向け決算説明会において、当社代表取

締役社長の西本が説明した内容（一部要約）です。 
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おはようございます。社長の西本です。 

皆様、本日はお忙しいなか、決算説明会にご参加いただき、誠にありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは 2024 年３月期の通期決算概要について、ご説明いたします。 
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まずは決算のポイントとなります。 

 

セキュリティ事業、SI 事業ともに伸長し、前期から増収・増益となりました。セグメント別では、セキュリティ

事業は増収となったものの、施策の遅れや先行投資の影響により減益となっております。 

 

緊急対応サービスにおいて、既に発表している大規模インシデントに効率よく対応できるソリューションを持

っているシグニア社との協業体制強化が遅れたこと、テレワーク環境も対象となるように運用監視サービス

で XDR への対応などを行ったこと、また大規模な個別監視サービスに対して、より低コストでハイパフォーマ

ンスを実現するテラデータ社の大規模分析基盤を導入するなどの先行投資を行いました。 

 

ますます大量になるデータ分析を、より高速に、低コストで行うことは私たちの重要な戦闘力の一つです。こ

のような影響はあったもの、これらは、今期以降、収益に貢献できるものと考えております。 

 

一方、SI 事業については、主力の開発サービスを中心に好調に推移し、増収・増益となりました。 

 

当初織り込んでいなかったオフィス更改関連の費用で１億６000 万円ほどの支出はあったものの、SI 事

業が好調に推移したことや、経費抑制もあり、期初予想に対しては売上・利益ともに上振れて着地いた

しました。 

 

なお、期末配当につきましては、計画通り 1 株当たり 14 円とし、年間配当は 26 円となる予定です。 
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次に、決算ハイライトについてご説明いたします。 

 

 

ご覧の通り、売上高は、前期比 12.4％増、営業利益は 22.5％増、経常利益は 18.8％の増となって

おります。 

 

当期純利益に関しては、前期は社内システム開発の中止に伴う特別損失の計上があり赤字となりました

が、今期は 13 億 7,900 万円の黒字に戻しております。 

 

結果 ROE も、前期から大幅に改善し 9.1％となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に経常利益の増減要因分析となります。 
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売上総利益が前期より拡大し、増収効果として 4 億 7,000 万円のプラスとなりました。 

 

販管費は、前期にあった社内基幹システムに関連する費用減があったものの、今年度末に契約終了予

定の平河町オフィスの更改関連の費用をはじめ、IT投資や労務費が増加した影響などにより、7,600 万

円の利益押し下げとなりました。 

 

営業外においては、合弁会社の KDDI デジタルセキュリティが前期に比べて減益となったことで持分損失

が増加し、5,900 万円のマイナスインパクトとなりました。 

 

これらの結果、経常利益は全体として前期より 3 億 4,000 万円の増益となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次にセグメント別の業績です。 

 

セキュリティ事業は、前期から 13.5％の増収となりましたが、先ほどご説明した通り、先行投資の影響によ

り減益となりました。 

 

SI 事業は、前期比 11.5％の増収、セグメント利益は 12.4％の増益となっております。 

 

全社共通費用は、7,900 万円のプラス効果となっています。 

 

次に各セグメントの詳細についてご説明いたします。 
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まずはセキュリティ事業です。 

 

第２四半期の説明会でもご説明しましたが、サブセグメント間で事業の組み替えを行っており、前期分は

組み替えて表示しています。 

 

コンサルティングは、緊急対応サービス案件の減少はあったものの、コンサルティング案件が拡大するとともに、

標的型メール訓練を軸に教育サービスが伸長したことにより、増収となりました。 

 

診断サービスは、ペネトレーションテストを含め、年間で手掛ける大型案件の売上計上があったことで増収

となりました。 

 

運用監視サービスは、特定の企業向けにカスタマイズされた高度な対策を行う個別監視や、内部不正の

監視、さらにエンドポイント監視などが伸長したことにより、増収となりました。 

 

製品販売は、クラウドストライク社のエンドポイント対策製品や、アカマイ社のウェブアプリケーションファイアウ

ォール製品などが大きく伸長したことにより、増収となりました。 

 

保守サービスは、セキュリティ製品がオンプレミスからクラウド対応製品へと移行している影響はありますが、

既存案件などが伸長したことにより、増収となりました。 

 

セグメント利益は、先にご説明したとおり、減益となっています。 
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続いて SI 事業です。 

 

開発サービスは、大手銀行やクレジットカードなど金融業向け案件が伸長するとともに、公共向け案件も

大きく伸長し、増収となりました。 

 

HW/SW は、需要の縮小傾向はあるものの、更新案件の獲得により大幅に伸長し、増収となりました。 

 

IT 保守は、更新案件等が減少したことから、減収となりました。 

 

ソリューションは、サイバーセキュリティ対策にも寄与するクラウドソリューション製品が拡大したことにより、増

収となっています。 
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次に、財務状況です。 

 

第 4 四半期での売上拡大などにより、前期末との対比で、売掛金や商品が積み上がったほか、借入金

の返済などにより、現預金が減少していますが、財政状態に問題はありません。 

 

引き続き、持続的な成長投資を可能とする、財務基盤を維持しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、キャッシュ・フローの状況です。 

 

営業キャッシュ・フローは、売掛金や商品の増加などによる、運転資本の増加はあったものの、利益拡大な

どにより、21 億円と前期から大きく増加いたしました。 

 

投資キャッシュ・フローは、セキュリティ事業に関連するシステム開発投資などもあり、7 億円のマイナスとなり

ました。 

 

営業キャッシュ・フローが拡大した結果、フリー・キャッシュフローは 14 億円の黒字へと転換しています。 

 

財務キャッシュ・フローは、借入金の返済や配当金の支払いなどにより、21 億円のマイナスとなっています。 
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次に、昨年 5 月 12 日に公表した期初予想との対比についてご説明いたします。 

 

冒頭の決算のポイントでご説明したとおり、売上高、営業利益、経常利益、当期純利益とも予想を上

回る着地となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次にセグメント別です。SI 事業は売上・利益とも予想を上回っております。 

 

セキュリティ事業は、製品販売を中心に拡大したことで、売上は予想を上回りましたが、利益は、先にご説

明した通り、先行投資の影響もあり予想を下回りました。 
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次に、今期の連結業績予想についてご説明いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売上高は前期比 6.6％増の 527 億 5,000 万円、営業利益は、全面リニューアルを含めたオフィス更

改に伴い一時的に発生する 2 億 9,000 万円の計上もあり、ほぼ横ばいの 21 億 8,000 万円の予想

としています。 

 

経常利益は 2.1％増の 22 億円、当期純利益は 8.7％増の 15 億円、ROE は 9.5％の予想としてお

ります。 
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次に、経常利益の増減要因分析です。 

 

約 12 億円の増収効果を予想していますが、販管費で約９億円、オフィス更改に伴う経費で３億円程

度増える見込みです。 

 

営業外は、合弁会社の持分利益が前期から改善することでプラスとなり、経常利益全体としては、前期

から 4,600 万円の増益と予想しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

セグメント別では、セキュリティ事業、SI 事業ともにサービス関連ビジネスの拡大を見込み、増収・増益と

予想しています。 
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全社共通費用に関しては、先ほどご説明した一時的なオフィス更改費用で約３億円、労務費で約 2 億

円、AI 関連の研究開発強化に向けた原価や販売費からの組み替えの影響などで約４億円増えること

により、前期から大幅に増加すると予想しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サブセグメント別での業績予想が、こちらのスライドとなります。 

 

セキュリティ事業において、コンサルティングサービス、運用監視サービスは前期実施した体制強化やサービ

ス力強化を踏まえて大幅な増収を予想しています。 

 

診断サービスは、前期は大型案件がありましたが、当期は特段そのような案件を想定しておらず、自動診

断を含めたウェブアプリケーション診断などの伸長により増収を目指します。 

 

また、SI 事業においては、開発サービス、ソリューションを中心に引き続き売上の伸長を予想しています。 
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最後に株主還元となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社の株主還元として、配当の基本指標を DOE 5％としています。 

 

前期の期末配当については、期初予想のとおり 14 円とし、すでにお支払いした中間配当とあわせ、１株

当たりの年間配当を 26 円とする予定です。 

 

また、今期の年間配当については、前期から１円増配の 27 円の予想としています。 

 

あとは補足資料となり、決算関連のご説明は以上となります。 
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以上 


